
12

沖
に
着
い
て
い
る
良
型
や
放
流

べ
ら
を
18
尺
以
上
の
サ
オ
で
タ
ナ

1.5
〜
2.5
ｍ
を
狙
う
釣
り
方
。
ウ
キ

と
穂
先
ま
で
の
距
離
が
長
く
な
る

の
で
、
エ
サ
打
ち
は
ど
う
し
て
も

振
り
切
り
気
味
に
な
る
。

バ
ラ
ケ
が
軽
く
て
拡
散
す
る
も

の
は
タ
ナ
に
集
魚
し
に
く
く
な
る

の
で
シ
ッ
ト
リ
と
し
た
重
め
の
エ

サ
で
狙
う
タ
ナ
に
集
魚
す
る
。
ウ

キ
は
小
さ
い
も
の
ほ
ど
サ
ワ
リ
が

出
や
す
く
な
る
が
、
風
や
流
れ
の

影
響
を
受
け
る

た
め
、
自
分
が

振
り
込
め
る
最

小
の
も
の
を
選

び
た
い
。

エ
サ
打
ち
の

基
本
は
落
と
し

込
み
だ
が
、
相

手
が
大
型
だ
と

１
、
２
枚
釣
る

と
い
き
な
り
ア

タ
リ
が
切
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
１
ｍ
ほ
ど
沖
に
打

ち
、
エ
サ
の
落
下
に
ア
ク
シ
ョ
ン

を
付
け
て
サ
ワ
リ
を
維
持
す
る
。

へ
ら
鮒
の
寄
り
が
多
く
な
る
と
落

ち
込
み
か
ら
ア
タ
リ
が
出
る
場
合

が
あ
る
。
だ
が
ウ
ワ
ズ
っ
た
り
、

ヒ
ネ
ベ
ラ
も
寄
る
の
で
、
ト
ッ
プ

が
な
じ
ん
で
か
ら
の
ア
タ
リ
に
絞

る
こ
と
が
大
切
だ
。

時
合
に
よ
っ
て
は
、
下
ハ
リ
ス

を
長
く
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
き
も

あ
る
の
で
、
ア
タ
リ
が
決
ま
ら
な

け
れ
ば
、
サ
オ
の
長
さ
を
換
え
て

対
応
す
る
。

グルテンセットの沖打ち

＋ ＋ ＋ ＋

●沖に着いたへら鮒を集中攻撃する爆釣バラケ
ダンゴの底釣り夏50㏄＋ペレ道50㏄＋天々100㏄＋水100㏄＋バラケマッハ200㏄

●作り方／水を加えたら
軽く数回かき混ぜ、最後
に「バラケマッハ」を入
れることででポソッとし
たタッチに仕上る。

＋

●
釣
り
方
の
コ
ツ

バラケ

本グル50㏄＋水60㏄くわせ
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1

水温が低下するとタナが50㎝ずれただけ
でもアタリは出ないものだ。ウキ下を
（タナ）30～50㎝ずつ換えてカラツンで
もよいから鋭いアタリが出るタナを探
る。バラケは手水を１回打ち、「スーパ
ーダンゴ」ひと握りを加えてバラケ性を
促進する。これをひと回り大きく角張ら
せてハリ付けする。これで効果がないと
きは、サオを２～３尺長いものと交換し
てさらに沖を狙うとよいだろう。

アタリがなくなったとき

2

落ち込みからなじんだ
直後のアタリで、空振り
になるときは、バラケに
反応していることが多い。
ボソから手水を１回打っ
て、数回揉み込んだもの
を、ひと回り小さくエサ
付けする。
なじんだトップが上が
りかけてからのカラツン
はグルテンが硬いか下ハ
リスが長すぎるのが原因。
手を水に浸しグルテンの

上から水滴を垂らし、軟
らかくしたものをパチン
コ玉大にエサ付けする。
同時に下ハリスを５㎝ず
つ詰めて、決めアタリが
出るところを探っていく。

アタリがあるのに
釣れないとき

サオは長いものほど効果があるが、打ち返すテンポ
が遅くなるのが難点。そのため18～19尺で早いリズ
ムで打ち返していく。ウキは羽根寸6㎝のパイプトッ
プで、上がりがいいものを使用する。北風が強くな
る時期なのでミチイトは細いものを選びたい。目安
となるハリスの長さは10㎝と50㎝。アタリが多いわ
りにヒット率が悪ければ、５㎝ずつ短くする。

（10㎝と50㎝）

■基本セッティング

●仕掛け図

●エサの大きさ

バラケエサの大きさは直径2.5
㎝を標準とし、寄りが少ない
ときは角張らせ、アタリが多
いときは、ひと回り小さく付
ける。グルテンは、直径6～
10㎜で小さく丸く付ける。

バラケ

グルテン
直径6～10㎜

くわせ

から

実寸大

0.25㎜厚の板オモリで15
㎜×17㎜程度を基準とし、
動きを出すため極端にオモ
リ負荷が多いウキは好まし
くない。ただし、小さすぎ
ると流れや風の影響を受け
るので注意したい。

●オモリ実寸大

0.25㎜の
オモリ

15㎜×17㎜

①標準

②寄りが
少ないとき

③アタリが
多いとき

ハリ●上5～6号
下2～3号

ミチイト●0.6～0.7号

竿●18～19尺

ウキ●羽根寸6㎝
パイプトップ

ハリス●0.3号～0.35号


